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詞林　第51号　2012年4月

は
じ
め
に

北
村
季
吟
著『
枕
草
子
春
曙
抄）

1
（

』（
延
宝
二
年〈
一
六
七
四
〉七
月
成
立〈
自

跋
〉）（
以
下
、『
春
曙
抄
』
と
す
る
）
は
、
明
治
に
至
る
ま
で
複
数
の
書
肆

に
よ
っ
て
た
び
た
び
刷
行
さ
れ
、『
枕
草
子
』
の
流
布
本
的
位
置
を
占

め
た
注
釈
書
で
あ
る
。

そ
の
諸
本
や
修
訂
に
つ
い
て
は
、
既
に
野
村
貴
次
氏
、
荒
滝
雅
俊
氏
、

山
崎
正
伸
氏
の
研
究
が
あ
り
、
季
吟
自
身
に
よ
る
数
次
の
修
訂
が
確
認

さ
れ
て
い
る）

2
（

。

そ
れ
ら
の
修
訂
の
う
ち
、
第
四
八
段）

3
（

「
鳥
は
」
の
鶴
に
関
す
る
頭
注

「
な
く
こ
ゑ
雲
ゐ
ま
て
」
に
お
い
て
、
早
印
本
で
は
「
円
機
活
法
ニ
云
ク
。

相
鶴
経
ニ
云
ク
。
声コ

エ

聞キ
コ
ユレ
天
ニ
故
ニ
頭
ヘ
赤
シ
。
食ハ

ム
二
於
水
ニ一
故
ニ
啄

ク
チ
バ
シレ

長
（
マ
マ
）シ
、

云
々
」（
巻
三 

9
丁
表 

20
行
目
）
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
印
本
に
な

る
と
注
記
冒
頭
の
「
円
機
活
法
ニ
云
ク
」
が
削
ら
れ
、
空
格
と
な
る
現

象
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
修
訂
は
野
村
氏
の
指
摘
す
る
箇
所
で
あ
る
が
、

修
訂
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
孫
引
き
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
書
名
の
重
複

を
訂
し
た
も
の
」
と
す
る
山
崎
氏
の
説
が
唯
一
の
言
及
で
あ
る
。

し
か
し
、『
春
曙
抄
』
に
お
い
て
引
用
元）

4
（

の
明
示
は
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
現
象
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
三
段
「
正
月
一
日
は
」
の
頭
注
「
十

五
日
も
ち
か
ゆ
の
せ
く
ま
い
る
」
に
お
い
て
は
、

事
文
類
聚
六
ニ
曰
ク
、
玉
燭
宝
典
ニ
曰
ク
、
正
月
十
五
日
作
ル二
膏カ

ウ

粥
ヲ一
、

以
祠マ

ツ
ル

二
門
戸
ヲ一
、
な
を
荊
楚
歳
時
記
ニ
委
。
公
事
根
源
ニ
モ
有

（
巻
一 

3
丁
裏 

16
行
目
）

と
『
古
今
事
文
類
聚）

5
（

』（
以
下
、『
事
文
類
聚
』
と
す
る
）
を
引
用
元
、『
玉

燭
宝
典
』
を
出
典
と
し
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
二
六
段
「
わ
ひ

し
け
に
見
ゆ
る
も
の
」
の
頭
注
「
か
た
い
」
に
お
い
て
、

和
名
云
、
列
子
ニ

云
ク
、
斉セ

イ
ニ

有
二

貧
者
一
、
常
ニ

乞コ
フ

二

於
城
市
ニ一
、

乞カ
タ
イ児
ノ
云
ク
、
天
下
ノ
之
辱ハ

ヂ

莫ナ
シ

レ
過

ス
キ
タ
ル
ハ

二
於
是　ヨリ一
、
和
名
加カ

多タ

井

（
巻
六 

22
丁
裏 

5
行
目
）

と
『
和
名
類
聚
抄
』
を
引
用
元
、『
列
子
』
を
出
典
と
し
て
明
記
す
る
。

『
枕
草
子
春
曙
抄
』
に
お
け
る
類
書
の
利
用
と
そ
の
隠
匿

―
―
『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
を
中
心
に
―
―

　
　
　
　
　
　

宮
川　

真
弥
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『
春
曙
抄
』
で
は
こ
の
他
に
も
引
用
元
の
明
記
が
散
見
さ
れ
る
が
、

早
印
本
に
お
い
て
『
円
機
活
法）

6
（

』
の
名
は
先
の
箇
所
以
外
に
見
当
た
ら

な
い
。
つ
ま
り
、
後
印
本
で
は
『
円
機
活
法
』
の
名
は
全
く
見
え
な
く

な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
修
訂
箇
所
は
、
注
の
増
補
、
頭
注

と
傍
注
と
で
の
重
複
箇
所
の
削
除
、
衍
字
や
誤
字
の
訂
正）

7
（

で
あ
っ
て
、

こ
の
修
訂
は
異
色
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
先
述
の
修
訂
を
「
書
名

の
重
複
を
訂
し
た
も
の
」
と
の
み
し
て
看
過
で
き
な
い
問
題
の
存
在
を

示
唆
す
る
。
加
え
て
、
先
述
の
修
訂
は
当
該
箇
所
に
と
ど
ま
ら
な
い
類

書
利
用
の
蓋
然
性
の
高
さ
を
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
先
に
示
し
た

よ
う
に
『
事
文
類
聚
』
の
利
用
を
示
唆
す
る
事
例
が
存
在
す
る
こ
と
か

ら
も
、
施
注
に
お
け
る
類
書
利
用
の
実
態
を
究
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
『
春
曙
抄
』
の
漢
籍
関
連
注
記）

8
（

全
体
を
見
渡
し
、

漢
籍
関
連
注
記
に
お
け
る
『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
両
類
書
の
利

用
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
先
の
修
訂
の
持
つ
意
味
と
、
そ
こ
か
ら

推
定
さ
れ
う
る
諸
事
象
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

一
、
漢
籍
関
連
注
記
の
全
体
像

『
春
曙
抄
』
の
注
記
に
お
い
て
漢
詩
文
が
引
用
さ
れ
る
場
合
に
は
原

則
と
し
て
出
典
が
明
示
さ
れ
る
。
明
示
さ
れ
る
出
典
は
、
引
用
元
が
明

示
さ
れ
る
も
の
を
除
く
と
、
以
下
の
計
36
種
で
あ
り
、
注
記
の
総
数
は

83
例
で
あ
る）

9
（

。

【
漢
籍
関
連
注
記
に
お
い
て
明
示
さ
れ
る
出
典
】

白
氏
文
集
13
、
和
漢
朗
詠
集
11
、
文
選
7
、
毛
詩
5
、
爾
雅
4
、

礼
記
4
、
論
語
4
、
格
物
論
2
、
漢
書
2
、
釈
名
2
、
説
文
2
、

憎
蒼
蝿
賦
2
、
杜
子
美
詩
2
、
淮
南
子
1
、
貨
源
1
、
韓
退
之
詩

1
、
荊
楚
歳
時
記
1
、
孝
経
1
、
山
谷
演
雅
詩
1
、
三
体
詩
1
、

史
記
1
、
事
文
類
聚
1
、
春
秋
公
羊
伝
1
、
春
秋
穀
梁
伝
1
、
小

学
1
、
晋
書
1
、
山
海
経
1
、
荘
子
1
、
楚
辞
1
、
大
学
1
、
博

物
志
1
、
広
志
1
、
本
草
1
、
蒙
求
1
、
孟
子
1
、
梁
元
帝
詩
1

〔
引
用
元
が
明
示
さ
れ
る
も
の
は
除
く
。
出
現
数
順
。
同
数
の
場

合
は
五
十
音
順
。
書
名
の
下
の
算
用
数
字
は
出
現
数
を
示
す
。〕

ま
た
、
引
用
元
が
明
示
さ
れ
る
の
は
以
下
の
17
例
で
あ
る
。
併
せ
て
、

所
在
も
示
す
。

【
漢
籍
関
連
注
記
に
お
い
て
引
用
元
が
明
示
さ
れ
る
箇
所
】

円
機
活
法
、
相
鶴
経
（
巻
三 

9
丁
表 

頭
注
20
行
目
）

河
海
抄
、
琴
操
（
巻
一 

23
丁
裏 

頭
注
19
行
目
）

河
海
抄
、
史
記
（
巻
八 

9
丁
裏 

頭
注
5
行
目
）

江
家
次
第
小
書
、
漢
宮
儀
（
巻
四 

26
丁
裏 

頭
注
8
行
目
）

事
文
類
聚
、
歳
時
記
（
巻
一 

2
丁
表 

頭
注
12
行
目
）

事
文
類
聚
、
玉
燭
宝
典
（
巻
一 

3
丁
裏 

頭
注
16
行
目
）

事
文
類
聚
、
梁
庾
肩
吾
（
巻
一 

5
丁
表 

頭
注
14
行
目
）

太
平
広
記
、
唐
国
史
補
（
巻
九 

17
丁
裏 

頭
注
4
行
目
）
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和
名
類
聚
抄
、
白
氏
文
集
（
巻
五 

5
丁
表 

頭
注
10
行
目
）

和
名
類
聚
抄
、
列
子
（
巻
六 

22
丁
裏 

頭
注
5
行
目
）

和
名
類
聚
抄
、
周
礼
（
巻
七 

17
丁
裏 

頭
注
6
行
目
）

和
名
類
聚
抄
、
蒋
魴
切
韻
（
巻
八 

5
丁
表 

頭
注
9
行
目
）

和
名
類
聚
抄
、
説
文
解
字
（
巻
九 

11
丁
表 

頭
注
17
行
目
）

和
名
類
聚
抄
、
漢
書
注
（
巻
九 

26
丁
表 

頭
注
9
行
目
）

和
名
類
聚
抄
、
唐
令
（
巻
十 

1
丁
表 

頭
注
2
行
目
）

和
名
類
聚
抄
、
説
文
解
字
（
巻
十
一 

26
丁
表 

頭
注
15
行
目
）

和
名
類
聚
抄
、
釈
名
（
巻
十
二 
2
丁
裏 

頭
注
3
行
目
）

〔
引
用
元
、
出
典
の
順
に
掲
示
。
引
用
元
の
五
十
音
、
同
じ
場
合
は
出
現
順
。〕

以
上
の
計
100
例
が
出
典
が
明
示
さ
れ
る
注
記
で
あ
り
、
こ
れ
に
出
典

が
明
示
さ
れ
な
い
4
例
を
含
め
た
104
例
が
『
春
曙
抄
』
に
お
け
る
漢
籍

関
連
注
記
の
全
部
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
漢
籍
関
連
注
記
に
お
い
て
、『
和
漢
朗
詠
集
』
を
出
典
と

し
て
示
す
こ
と
が
多
く
、
11
例
を
数
え
る
。
本
朝
詩
人
の
詩
も
8
例）

10
（

、

作
者
不
明
が
1
例）

11
（

引
用
さ
れ
て
お
り
、
和
漢
を
合
計
す
る
と
20
例
と
な

る
が
、
こ
れ
は
季
吟
に
『
和
漢
朗
詠
集
註）

12
（

』
の
著
作
が
あ
る
た
め
で
あ

ろ
う
。『
和
漢
朗
詠
集
註
』
は
覚
明
が
漢
家
の
詩
に
つ
い
て
注
し
た
も

の
に
、
季
吟
が
主
と
し
て
和
歌
に
つ
い
て
の
注
を
補
う
こ
と
で
成
立
し

た
書
で
あ
る
。『
春
曙
抄
』
の
頭
注
に
「
朗
詠
の
覚カ

ク
メ
イ明
が
註
に
も
坤
元

録
ノ
屏
風
ノ
詩
と
所
々
に
出
た
り
」（
巻
十
一 

22
丁
表 

11
行
目
）
と
あ
る

こ
と
か
ら
、『
春
曙
抄
』
執
筆
時
に
は
既
に
覚
明
注
を
参
照
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。『
和
漢
朗
詠
集
』
を
出
典
と
す
る
漢
籍
関
連
注

記
の
多
さ
は
、こ
の
よ
う
な『
和
漢
朗
詠
集
』へ
の
親
接
が
背
景
に
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
白
氏
文
集
』『
文
選
』
の
両
書
が
多
く
出
典
と
し
て
示
さ
れ

る
こ
と
が
目
に
つ
く
。
両
書
は
『
春
曙
抄
』
の
序
に
お
い
て
、「
古
詩

は
文
選
、
文
集
の
た
ぐ
ひ
」
を
用
い
た
と
言
及
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
両

書
を
出
典
と
す
る
場
合
は
、『
和
名
抄
』
を
引
用
元
と
し
て
示
す
例
を

除
き
、
総
て
の
箇
所
で
以
下
の
ご
と
く
、
巻
数
も
し
く
は
詩
題
が
示
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
直
接
参
看
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。
な
お
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

文
選
廿
九
、
陸
士
衡
カ

園
葵
ノ

詩
ニ
、
種ウ

フ
二

葵
ヲ

北
園
中
ニ一
、
葵
ノ

生
シ
テ
鬱ウ

ツ
ト
シ
テ

萋セ
イ
〳
〵
タ
リ々、
朝
栄
東
北
ニ
傾
ク
、
夕
ノ
頴
西
南
ニ
晞ヒ

ル

、
註
李

善
カ
曰
ク
、
淮ワ

イ

南ナ
ン

子シ

ニ
曰
ク
、
聖
人
ノ
於ヲ

ケ
ルレ
道
ニ
、
猶コトシ二
葵
ノ
之
与一レ
日
ニ
。

（「
か
ら
あ
ふ
ひ
」〈
巻
三 

29
丁
表 

頭
注
13
行
目
〉）

白
氏
文
集
ノ
四
楽カ

フ府
ニ
云
、
驪
山
高
シ
。
高カ

ウ
ヽ
ヽ
タ
ル々

驪リ

山ン

上
ニ
有
レ
宮
。

朱
楼ロ

ウ

紫シ

殿ン

三
四
重
。
遅チ

ヽ
タ
ル々

兮
春
ノ
日
ニ
ハ
。
玉
ノ
甃

イ
シ
タ
ヽ
ミ

暖
ア
タ
ヽ
カ
ニ
シ
テ
兮
温
泉

溢ミ
テ
リ。
嫋ジ

ヨ
ウ
ヽ
ヽ
タ
ル

々
兮
秋
ノ
風
ニ
ハ
。
山
ノ
蝉
鳴
テ
兮
宮
樹シ

ウ

紅
也
。
翠ス

イ
ク
ハ華
不ス

レ
来ラ

歳
月
久
。
〽
牆カ

キ
ニ有

レ
衣コ

ケ

兮
瓦

カ
ハ
ラ
ニ有

レ
松
。
吾
カ
君
在マ

ス
コ
トレ
位
ニ
已
ニ
五
載サ

イ

。

何　ンソ
不サ

ル
三

一
ヒ
ト
タ
ヒ

幸　キ
シ
玉
ハ

二

乎
其
中
ニ一
。
西　ノ

方

去サ
ル
コ
ト二

都
門
ヲ一
幾イ

ク
ハ
ク
ノ多地
ソ
、
下
略

  （「
か
は
ら
の
松
は
あ
り
つ
や
」〈
巻
四 

16
丁
表 

頭
注
13
行
目
〉）
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さ
て
、
こ
れ
ら
の
書
か
ら
多
く
引
用
さ
れ
る
一
方
で
、
一
例
し
か
見

え
な
い
出
典
が
過
半
を
占
め
、
そ
の
中
に
は
佚
書
で
あ
る
晋
の
郭
義
恭

の
『
広
志
』
の
名
も
見
え
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の

こ
と
は
孫
引
き
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。

引
用
元
と
し
て
明
示
さ
れ
る
書
目
に
は
、『
春
曙
抄
』
序
に
示
さ
れ

る
『
河
海
抄
』『
江
家
次
第
』『
和
名
類
聚
抄
』
が
見
え
る
が
、
こ
れ
ら

は
漢
籍
関
連
注
記
に
限
ら
ず
、『
春
曙
抄
』
の
注
記
一
般
に
お
い
て
そ

の
名
が
多
く
見
え
る
書
で
あ
る
。た
だ
し
、漢
籍
関
連
注
記
に
お
い
て
は
、

明
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
以
外
で
の
利
用
の
確
例
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

な
お
、『
太
平
広
記
』
に
つ
い
て
も
、
こ
の
他
に
利
用
の
確
例
は
見
出

さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、『
春
曙
抄
』
に
先
行
す
る
『
枕
草
子
』
注

釈
書
で
あ
る
『
清
少
納
言
枕
草
紙
抄
』
の
利
用
の
有
無
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
が
、
漢
籍
関
連
注
記
に
お
け
る
確
例
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
が
引
用
元
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
季
吟
が
両
書
を
利
用
し
た
蓋
然
性
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
こ
と
の
み
で
は
、
引
用
元
の
注
記
を
含
め
た
全
て
の
注
記

が
そ
も
そ
も
孫
引
き
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
特
に
『
円
機

活
法
』
に
つ
い
て
は
、
早
印
本
に
お
い
て
引
用
元
と
し
て
明
示
さ
れ
る

箇
所
が
わ
ず
か
一
例
に
と
ど
ま
る
た
め
、
は
じ
め
他
書
に
よ
り
引
用
元

ま
で
を
注
記
に
含
ん
で
い
た
が
、
自
ら
参
看
し
て
い
な
い
書
に
つ
い
て

は
引
用
元
を
明
記
し
な
い
方
針
で
あ
っ
た
た
め
に
後
印
本
で
「
円
機
活

法
ニ
云
ク
」
を
削
除
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
両
書
の
利
用
を
証
す
る
た
め
に
は
、
引
用
元
と
し
て
明
記
さ

れ
て
い
な
い
箇
所
に
お
い
て
も
『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
が
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
次
節
で
は
漢
籍
関
連
注
記
の
施
注
に
お
け
る
『
円
機
活
法
』

『
事
文
類
聚
』
の
利
用
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
の
利
用
に
つ
い
て

ま
ず
は
『
春
曙
抄
』
執
筆
時
に
両
類
書
を
参
看
し
得
た
か
否
か
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
季
吟
の
他
の
著
作
に
お
け
る
両
類
書
の
利
用
の

実
態
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

『
事
文
類
聚
』に
つ
い
て
は
、加
藤
定
彦
氏
が『
増
山
井
』（
寛
文
三
年〈
一

六
六
三
〉
成
、
同
七
年
刊
）
の
『
毛
吹
草
』
か
ら
の
増
補
部
分
に
お
け
る

利
用
を
指
摘
し
て
い
る）

13
（

。加
藤
氏
の
述
べ
る
箇
所
以
外
に
も
、『
増
山
井
』

に
多
く
「
事
文
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
一
覧
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。

他
に
、『
土
左
日
記
抄
』『
初
度
本
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』『
教
端
抄
』

な
ど
に
も
し
ば
し
ば
『
事
文
類
聚
』
の
名
は
見
え
、
こ
れ
ら
の
外
部
徴

証
よ
り
、
季
吟
が
『
春
曙
抄
』
執
筆
時
に
『
事
文
類
聚
』
を
参
看
し
う

る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
よ
う
。

『
春
曙
抄
』
に
お
い
て
は
、
先
述
し
た
4
箇
所
の
み
に
『
事
文
類
聚
』

の
名
が
見
え
る
に
過
ぎ
な
い
が
、『
事
文
類
聚
』
を
参
看
し
た
こ
と
が

確
実
視
さ
れ
る
状
況
下
で
は
、
当
該
箇
所
に
と
ど
ま
ら
な
い
利
用
が
あ

る
と
考
え
る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。

一
方
、『
円
機
活
法
』
の
利
用
に
つ
い
て
は
、『
埋
木
』
に
合
綴
さ
れ

る
「
誹
諧
会
法）

14
（

」
に
「
追
考
」
と
し
て
、
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円
機
活
法
滑
稽
之
部
云
、
事
理
発
揮
云
、
滑
稽
其
多
智
円
曲
之
貌
、

其
応
諧
也
似
優
、
其
不
窮
也
似
哲
、
其
正
諫
也
似
直
、
其
穢
徳
也

似
隠
、
非
夷
斉
而
是
柳
下
恵
、
首
陽
為
拙
柱
下
為
工
、
飽
食
安
坐

以
仕
易
農
依
隠
玩
世
詭
時
不
逢
、
東
方
生
其
雄
乎

と
部
門
を
明
示
し
て
の
長
文
の
引
用
が
あ
る
。「
誹
諧
会
法
」
の
奥
書

に
は
「
延
宝
二
年
如
月
中
六
」
と
あ
り
、『
春
曙
抄
』
の
自
跋
よ
り
早

い
た
め
、『
春
曙
抄
』
執
筆
時
に
参
看
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

し
か
し
、『
事
文
類
聚
』
と
は
異
な
り
、
季
吟
の
著
作
に
は
ほ
と
ん

ど
明
徴
が
な
く
、『
円
機
活
法
』の
名
は『
春
曙
抄
』の
例
を
除
け
ば
、『
春

曙
抄
』
に
先
行
す
る
『
増
山
井
』
に
一
例）

15
（

が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
こ

の
現
象
を
見
る
限
り
、『
円
機
活
法
』
の
利
用
が
き
わ
め
て
局
所
的
で

あ
っ
た
、
も
し
く
は
ど
こ
か
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
っ
た
可
能
性
を
排
除

で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
以
下
、『
春
曙
抄
』
漢
籍
関
連
注
記
に
お
け
る
『
円
機
活
法
』

『
事
文
類
聚
』
の
利
用
の
程
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
等
の
類
書
の
利
用
の
有
無
を
判
断
す
る

際
に
は
、
施
注
の
手
順
を
考
え
る
と
、
単
純
に
同
文
が
存
在
す
る
の
み

な
ら
ず
、
そ
の
箇
所
が
類
書
中
の
見
出
し
か
ら
容
易
に
探
し
出
せ
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
第
一
〇
二
段
「
あ
さ
ま
し
き
も
の
」
で
は
、
本
文
「
さ

し
ぐ
し
み
が
く
ほ
ど
に
。
物
に
さ
へ
て
折
た
る
」
に
対
し
て
、
頭
注
で

「
さ
し
ぐ
し
み
が
く
ほ
と
」
と
立
項
し
、「
白
氏
文
集
ノ
楽
府
ニ
云
。
石
ノ

上
ニ
磨ミ

カ
ク二

玉
ノ
簪

カ
ン
サ
シ
ヲ一

。
玉
ノ
簪
欲
シ
テ

レ

成　ラ
ン
ト

中ナ
カ
ハ
ヨ
リ央折
ヲ
レ
タ
リ
」（
巻
五 

16
丁
裏 

18

行
目
）
と
注
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
簪
」
や
「
櫛
」
な
ど
の
見
出

し
が
想
定
さ
れ
る
が
、『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
と
も
に
そ
れ
ら
の

立
項
が
な
い
。
た
だ
し
、『
事
文
類
聚
』
に
は
、「
淫
婦
」
の
見
出
し
で
、

井
底
引
二
銀
瓶
ヲ一　

止
タ
リ

二

淫
奔
ヲ一
也　
　
　
　
　
　
　
　

白
居
易

井
底
二

引
銀
瓶
ヲ一
。
欲
シ
テ

レ

上
ン
ト

糸
縄
絶
フ
。
石
上
磨
ク二

玉
簪
ヲ一
。

欲
シ
テ

レ

成
ン
ト
中
央
ニ
折
ル
。（
下
略
）

（「
古
今
文
集
」
欄
、「
古
詩
」）

と
見
え
る
。
こ
の
場
合
、『
春
曙
抄
』
の
本
文
か
ら
「
淫
婦
」
を
想
定

す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、『
事
文
類
聚
』
を
利
用
し
た

と
は
考
え
に
く
い
。ま
た
、異
同
が
存
す
る
こ
と
か
ら
も
、『
白
氏
文
集
』

等
か
ら
直
接
引
い
た
か
、
他
書
か
ら
の
孫
引
き
か
と
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
出
典
注
記
が
一
致
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で

あ
る
。た
と
え
ば
、第
一
五
七
段「
名
お
そ
ろ
し
き
物
」で
は
、本
文「
い

か
づ
ち
は
名
の
み
な
ら
ず
い
み
し
う
お
そ
ろ
し
」
に
対
し
て
、
頭
注
で

「
い
か
づ
ち
」と
立
項
し
、「
穀コ

ク
リ
ヤ
ウ
テ
ン

梁
伝
ニ
云
、陰
陽
相
薄セ

マ
リ
、感
シ
テ
而
為ナ

ル
レ
雷
ト
」

（
巻
八 

4
丁
表 

11
行
目
）
と
注
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、「
雷
」
な
ど
が

本
文
か
ら
推
定
し
う
る
項
目
と
な
る
。

『
円
機
活
法
』
に
は
「
雷
」
の
「
叙
事
」
欄
に
「
穀
梁
伝
ニ
云
。
陰

陽
相
薄セ

マ
ル
。
感
シ
テ
而
為ナ

ル
レ
雷
ト
」
と
あ
り
、『
事
文
類
聚
』
に
は
「
雷
」
の
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「
群
書
要
語
」
欄
に
「
陰
陽
相
イ
薄セ

マ
ル
。
感
シ
テ
而
為
リレ
雷
ト
。
激
シ
テ
而
為
ル

レ
霆
ト　

淮
南
子
」
と
あ
る
。『
春
曙
抄
』
の
出
典
注
記
は
『
円
機
活
法
』
に

一
致
す
る
た
め
、『
円
機
活
法
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
蓋
然
性
が
相
対

的
に
高
い
。
た
だ
し
、
引
用
文
は
『
事
文
類
聚
』
と
も
一
致
を
示
す
た

め
、
こ
の
場
合
は
ひ
と
ま
ず
双
方
に
一
致
す
る
と
見
て
、
全
体
を
見
渡

し
た
後
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
判
断
基
準
に
よ
っ
て
、
漢
籍
関
連
注
記
104
例
か
ら
、

引
用
元
の
明
示
さ
れ
る
17
例
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
出
典
と
す
る
11
例

と
を
除
い
た
76
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、『
円
機
活
法
』
の
み
と

一
致
し
た
を
示
し
た
の
が
13
例
、『
事
文
類
聚
』
の
み
と
一
致
を
示
し

た
の
が
14
例
で
あ
っ
た
。
両
書
と
も
に
一
致
を
示
し
た
も
の
は
12
例
で

あ
る
た
め
、
両
書
い
ず
れ
と
も
一
致
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
37
例
と
な

る
。
内
訳
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る）

16
（

。

【『
円
機
活
法
』
の
み
と
一
致
】

格
物
論
2
、
釈
名
2
、
説
文）

17
（

2
、
貨
源）

18
（

1
、
荊
楚
歳
時
記
1
、
広

志
1
、
春
秋
公
羊
伝
1
、
白
氏
文
集
1
、
毛
詩
1
、
梁
元
帝
詩
1

計
13
例

【『
事
文
類
聚
』
の
み
と
一
致
】

憎
蒼
蝿
賦
2
、
白
氏
文
集
2
、
文
選
2
、
論
語
2
、
爾
雅
1
、
小

学
1
、
晋
書
1
、
荘
子
1
、
毛
詩
1
、
礼
記
1

計
14
例

【『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
と
も
に
一
致
】

杜
子
美
詩
2
、
淮
南
子
1
、
韓
退
之
詩
1
、
爾
雅
1
、
春
秋
穀
梁

伝
1
、
楚
辞
1
、
博
物
志
1
、
毛
詩
1
、
文
選
1
、（
出
典
注
記

ナ
シ
）
2

計
12
例

【
不
一
致
】

白
氏
文
集
10
、
文
選
4
、
礼
記
3
、
漢
書
2
、
爾
雅
2
、
毛
詩
2
、

論
語
2
、
孝
経
1
、
山
谷
演
雅
詩
1
、
三
体
詩
1
、
史
記
1
、
事

文
類
聚
1
、
山
海
経
1
、
大
学
1
、
本
草
1
、
蒙
求
1
、
孟
子
1
、

（
出
典
注
記
ナ
シ
）
2

計
37
例

【『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
と
も
に
一
致
】
に
つ
い
て
は
、
先
述

の
第
一
五
七
段
「
名
お
そ
ろ
し
き
物
」
の
「
穀コ

ク
リ
ヤ
ウ
テ
ン

梁
伝
ニ
云
、
陰
陽
相
薄セ

マ
リ

、

感
シ
テ
而
為ナ

ル
レ
雷
ト
」
と
同
様
に
、
す
べ
て
の
箇
所
で
『
円
機
活
法
』
と

出
典
注
記
が
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
季
吟
が
こ
れ
ら
の
注
記

を
付
す
際
に
『
円
機
活
法
』
を
参
看
し
た
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
と
い

え
よ
う
。

興
味
深
い
の
は
、【
不
一
致
】
の
注
記
の
中
に
、『
事
文
類
聚
』
と
『
円

機
活
法
』
と
を
校
合
し
た
と
見
ら
れ
る
注
記
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

内
訳
に
「
事
文
類
聚
1
」
と
示
し
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
例
に
お
い
て
、

『
春
曙
抄
』
第
八
段
「
正
月
一
日
三
月
三
日
は
」
の
、
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事
文
類
聚
ニ
云
ク
、
重
陽
ノ
日
陰
雨
凄セ

イ
〳
〵
タ
リ

々
。
戯
馬
台
前
泥
拍ウ

ツ
レ
肚モ

ヽ
ヲ。

竜
山
会
上
水
平也
レ
臍ホ

ソ
ト。

（「
雨
こ（

マ
マ
）し

ふ
り
て
菊
の
」〈
巻
一 

15
丁
裏 

頭
注
11
行
目
〉）

と
あ
る
注
記
か
ら
想
定
さ
れ
る
見
出
し
の
箇
所
に
、『
事
文
類
聚
』
で
は
、

重
陽
ノ
日
常
ニ
有
二
疎
風
冷
雨
一
。
康
伯
可
在
二
ル
翰
苑
ニ一
日
。
嘗
テ
長

九
遇
フレ
雨
ニ
。
奉
テレ
勅
ヲ
撰
スレ
詞
ヲ
。
伯
可
口
占シ

メ
テ二

望
江
南
ノ
一
ヲ一
云
ク
。

重
陽
ノ
日
陰
雨
四ヨ

モ
ニ垂
垂
。
戯
馬
台
ノ
前
泥
拍ウ

ツ
レ
肚
ヲ
。竜
山
会
上
水

平
シレ
臍
ニ
。
直
ニ

浸
シ
テ

到
ル二
東
籬
ニ一
。
茱
萸
膀
菊
蘂
湿
テ
滋
滋
音
齎
。

落
スレ
帽
ヲ
孟
嘉
尋
ネ二

笠
ヲ一
。
休
ム
ル

レ

官
ヲ
陶
令
覓モ

ト
ム二
蓑
衣
ヲ一
。
両
个
一

身
ノ
泥
荊
楚
歳
時
記
。

（「
重
陽
」、「
詩
話
」
欄
、「
重
陽
ノ
日
雨
フ
ル
」）

と
あ
り
、『
円
機
活
法
』
で
は
、

〔
宋
朝
〕
長
九
ノ
日
雨
フ
ル
。
康
伯
可
在
テレ
翰
苑
ニ
奉
テレ
勅
ヲ
撰
スレ
詞
ヲ
。

口
占
テ二
望
江
南
ノ
一
ヲ一
云
ク
、
重
陽
ノ
日
風
雨
苦

ハ
ナ
ハ
タ凄

凄
。
戯
馬
台

前
泥
拍
ツレ
肚
ヲ
。
竜
山
会
上
水
平
シレ
臍
ニ
。
直
ニ
浸
シ
テ
到
ル二
東
籬
ニ一
。

茱
萸
膀
黄
菊
湿
テ
滋
滋
。
落
スレ
帽
ヲ
孟
嘉
尋
ネレ

笠
ヲ
。
休
ルレ
官
ヲ
陶

令
覓
ム二
蓑
衣
ヲ一
。
両
個
一
身
ノ
泥
ト
、
云
々

（「
九
日
ニ
遇
フレ
雨
ニ
」、「
事
実
」
欄
、「
泥
拍ウ
ツ

レ
肚
ヲ
」）

と
あ
る
。『
事
文
類
聚
』『
円
機
活
法
』の
傍
線
部
が
そ
れ
ぞ
れ『
春
曙
抄
』

の
注
記
と
の
対
応
箇
所
で
あ
り
、「
戯
馬
台
」
以
降
、
ほ
ぼ
同
文
と
な
っ

て
い
る
。
問
題
と
な
る
「
戯
馬
台
」
以
前
を
並
べ
て
掲
出
す
る
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。『
春
曙
抄
』
と
異
同
の
あ
る
箇
所
に
傍
線
を
附
し
た
。

　

春
曙
抄
：
重
陽
日
陰
雨
凄
々

事
文
類
聚
：
重
陽
日
陰
雨
四
垂
垂

円
機
活
法
：
重
陽
日
風
雨
苦
凄
凄

先
掲
の
『
事
文
類
聚
』『
円
機
活
法
』
の
本
文
や
句
読
点
を
見
て
も

分
か
る
と
お
り
、
こ
れ
ら
は
本
来
七
言
詩
で
は
な
く
、
宋
代
に
流
行
し

た
詞
（
長
短
句
）
で
あ
る
。
し
か
し
、『
春
曙
抄
』
で
は
七
言
ず
つ
で
句

読
点
が
附
さ
れ
、
あ
た
か
も
七
言
詩
の
一
部
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
季
吟
の
作
為
に
よ
る
も
の
と
見
て
良
い
だ
ろ
う）

19
（

。

先
述
の
通
り
、『
事
文
類
聚
』
と
『
円
機
活
法
』
と
が
と
も
に
同
様

の
記
事
を
有
す
る
場
合
に
は
、
す
べ
て
の
箇
所
で
『
円
機
活
法
』
と
出

典
注
記
が
一
致
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
事
例
か
ら
は
、
漢

籍
に
よ
る
注
記
が
必
要
に
な
っ
た
際
に
は
ま
ず
『
円
機
活
法
』
で
検
索

し
、適
当
な
記
事
が
無
か
っ
た
り
、不
審
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
に『
事

文
類
聚
』
を
用
い
て
検
索
し
て
い
た
と
、
季
吟
の
施
注
の
手
順
を
推
定

す
る
こ
と
が
出
来
る
。

季
吟
は
ま
ず『
円
機
活
法
』を
見
て
、不
審
を
覚
え
た
。そ
の
た
め
、『
事

文
類
聚
』
も
引
い
た
も
の
の
そ
の
不
審
は
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
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で
、
両
書
を
比
校
し
、「
重
陽
日
」
は
同
文
の
た
め
残
し
、『
事
文
類
聚
』

に
従
っ
て
「
陰
雨
」
と
続
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
七
言
句
と
す
る
た
め
に
、

『
事
文
類
聚
』
の
「
四
」
を
削
除
し
、「
陰
雨
」
に
「
垂
垂
」
と
続
け
る

と
不
都
合
が
生
じ
る
。
第
一
句
末
「
垂
」
は
平
声
、
第
二
句
末
「
肚
」

は
仄
声
、
第
三
句
末
「
臍
」
は
平
声
で
あ
る
。
近
体
詩
の
押
韻
規
則
上
、

句
末
が
平
仄
平
と
並
ぶ
場
合
、
そ
れ
ら
の
平
声
で
は
原
則
と
し
て
押
韻

す
る
必
要
が
あ
る
が
、「
垂
」
は
上
平
四
支
、「
臍
」
は
上
平
八
斉
で
あ

り
、
第
一
句
末
に
「
垂
」
を
用
い
る
と
押
韻
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
上
平
八
斉
の
「
凄
」
が
第
一
句
末
に
あ
る
『
円
機
活
法
』
の
本

文
「
凄
凄
」
を
用
い
、
ひ
と
ま
ず
押
韻
の
問
題
を
解
決
し
た
。
し
か
し
、

以
降
は
解
せ
ず
、
そ
こ
で
引
用
を
終
え
た
。
以
上
が
こ
と
の
顛
末
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。
無
論
、
以
上
の
推
定
は
、
降
雨
の
様
子
を
表
現
す

る
に
あ
た
っ
て
、「
凄
凄
」
の
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
可

能
性
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

と
も
あ
れ
、「
事
文
類
聚
ニ
云
ク
」
と
出
典
を
明
示
し
な
が
ら
、
な
お

も
校
合
を
加
え
、
本
文
を
改
訂
し
て
い
る
様
に
、
季
吟
の
施
注
意
識
や

校
訂
に
対
す
る
態
度
の
一
斑
が
窺
え
よ
う
。

三
、『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
以
外
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て

次
に
、『
円
機
活
法
』
や
『
事
文
類
聚
』
を
利
用
し
て
い
な
い
漢
籍

関
連
注
記
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

【
不
一
致
】の
中
で
は
、『
白
氏
文
集
』が
10
例
と
突
出
し
て
多
く
、『
文

選
』の
4
例
が
そ
れ
に
次
ぐ
。一
致
を
示
す
注
記
を
含
め
た
総
数
は
、『
白

氏
文
集
』が
13
例
、『
文
選
』が
7
例
で
あ
る
か
ら
、こ
れ
ら
は
比
較
的『
円

機
活
法
』
や
『
事
文
類
聚
』
と
一
致
を
示
さ
な
い
傾
向
に
あ
る
。
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、『
白
氏
文
集
』
と
『
文
選
』
と
は
、『
春
曙
抄
』
の
序

に
そ
の
名
が
見
え
、
か
つ
、
総
て
の
箇
所
で
巻
数
も
し
く
は
詩
題
が
示

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
両
書
が
直
接
参
看
さ
れ
た
蓋
然
性
の
高
さ
を
示
し

て
い
よ
う
。

続
い
て
、【
不
一
致
】
の
書
目
の
中
で
、
孫
引
き
の
可
能
性
の
あ
る

も
の
を
い
く
つ
か
指
摘
す
る
。

第
八
段
「
正
月
一
日
三
月
三
日
は
」
の
、

九な
か
づ
き月
九こ

ゝ
ぬ
か日
は
あ
か
つ
き
が
た
よ
り
雨
す
こ
し
ふ
り
て
。
菊き

く

の
露
も

こ
ち
た
く
そ
ぼ
ち
。
お
ほ
ひ
た
る
わ
た
な
ど
も
い
た
く
ぬ
れ
う
つ

し
の
か
も
も
て
は
や
さ
れ
た
る
つ
と
め
て
は
や
み
に
た
れ
と
。
猶

く
も
り
て
や
ゝ
も
す
れ
ば
ふ
り
お
ち
ぬ
べ
く
見
え
た
る
も
お
か
し

と
あ
る
本
文
に
対
し
て
、「
三
体
詩
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
、

三
体
詩
云
、
菊
ハ
為　メ

ニ二
重
陽
ノ一
冒ヲ

カ
シ
テレ
雨
ヲ
開
ク

（「
雨
こ（

マ
マ
）し

ふ
り
て
菊
の
」〈
巻
一 

15
丁
裏 

頭
注
10
行
目
〉）

と
の
注
記
が
あ
る
。
こ
こ
と
同
様
の
注
記
が
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
の
「
九

月
九
日
」
に
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
典
拠
を
知
り
得
た
可
能
性
を
指
摘
で

き
る
。
こ
と
に
よ
っ
て
は
『
和
漢
朗
詠
集
註
』
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
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か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
第
四
八
段
「
鳥
は
」
に
は
、
鸚
鵡
に
関
し
て
、

山
海
経
ニ
云
ク
、
黄
山
ニ
有
レ
鳥
、
其
状カ

タ
チ

如
シレ

ノ
、
青
キ
羽
赤
キ
喙

ク
チ
ハ
シ、

人
舌
ニ
シ
テ
能
言モ

ノ
イ
フ、
名ナ

ツ
ク二
鸚
鵡
ト一
也

（「
こ
と
所
の
物
な
れ
ど
あ
ふ
む
」〈
巻
三 

8
丁
裏 

頭
注
8
行
目
〉）

と
の
注
記
が
あ
る
。
こ
こ
と
同
様
の
注
記
が
『
六
臣
注
文
選
』
の
「
鸚

鵡
賦
」
に
見
え
る
。『
春
曙
抄
』
で
は
、
こ
の
直
後
の
頭
注
で
「
文
選

鸚
鵡
ノ
賦
ニ
云
ク
、
惟コ

レ

西セ
イ
イ
キ域
ノ
之
霊レ

イ

鳥
。
挺

ヌ
キ
ン
テ
タ
リ二
自
然
ノ
之
奇キ

シ姿
ヲ一
。
体
シ二
金

精
ノ
之
妙
質
ヲ一
、
含
ム二
火
徳
ノ
之
明
暉キ

ヲ一
。
性
弁
恵
ニ
シ
テ
能
言

モ
ノ
イ
フ兮
下
略
」
と
、

「
鸚
鵡
賦
」
を
引
く
こ
と
か
ら
、
季
吟
は
『
六
臣
注
文
選
』
を
参
看
し

て
お
り
、『
文
選
』
の
引
用
は
『
六
臣
注
文
選
』
に
よ
る
蓋
然
性
が
高
い
。

こ
の
『
六
臣
注
文
選
』
に
は
、『
円
機
活
法
』
や
『
事
文
類
聚
』
と
同

じ
く
、八
尾
勘
兵
衛
の
刊
記
を
有
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。『
円
機
活
法
』

が
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）、『
六
臣
注
文
選
』
が
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）、

『
事
文
類
聚
』
が
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
の
刊
記
を
有
し
、
い
ず
れ
も

『
春
曙
抄
』
の
成
立
以
前
と
見
ら
れ
る
。
季
吟
の
漢
籍
関
連
の
知
識
の

形
成
に
関
し
て
、
こ
の
書
肆
が
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
一
考
の
余
地

が
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
出
版
の
事
実
の
指
摘
に
と
ど
め
た
い
。

さ
て
、【
不
一
致
】
の
す
べ
て
の
注
記
に
つ
い
て
穿
鑿
し
え
て
は
い

な
い
が
、
残
っ
た
【
不
一
致
】
の
多
く
は
経
書
や
著
名
な
書
目
で
あ
り
、

季
吟
が
直
接
検
索
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。ま
た
、季
吟
は『
春

曙
抄
』
の
序
に
お
い
て
、「
只
多
年
此
草
紙
を
よ
み
て
心
に
会ク

ハ
イ

す
る
事

あ
れ
ば
食
を
も
忘
れ
て
か
き
く
は
へ
を
き
侍
し
」
と
述
べ
て
お
り
、
か

つ
、
施
注
の
際
に
は
様
々
な
有
職
書
や
、『
源
氏
物
語
』『
伊
勢
物
語
』

な
ど
の
注
釈
書
も
用
い
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
か
ら
の
流
入
の
可
能
性

も
充
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
後
考
を
俟
ち
た
い
。

四
、『
円
機
活
法
』
の
書
名
の
隠
匿
に
つ
い
て

前
節
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
季
吟
は
『
春
曙
抄
』
執
筆
時
に
『
円
機

活
法
』
と
『
事
文
類
聚
』
と
を
参
看
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
本
節
で
は
、
修
訂
に
よ
る
「
円
機
活

法
ニ
云
ク
」
の
削
除
に
つ
い
て
、
そ
の
意
図
と
背
景
と
を
考
察
し
た
い
。

『
春
曙
抄
』
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
書
名
の
重
複
を
嫌
わ
な
い
こ
と
は
、

『
事
文
類
聚
』
や
『
和
名
類
聚
抄
』
の
例
を
挙
げ
、
す
で
に
述
べ
た
。

問
題
は
『
円
機
活
法
』
と
『
事
文
類
聚
』
と
を
と
も
に
用
い
な
が
ら
、

一
方
で
は
引
用
元
を
明
示
し
、
一
方
で
は
不
自
然
な
余
白
を
生
じ
さ
せ

て
ま
で
書
名
を
削
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。

『
事
文
類
聚
』
も
す
べ
て
の
箇
所
で
引
用
元
と
し
て
明
示
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
明
示
さ
れ
る
箇
所
は
巻
一
に
集
中
す
る
た
め
、
は
じ

め
の
う
ち
の
み
『
事
文
類
聚
』
を
引
用
元
と
し
て
明
示
し
、
後
に
は
省

略
し
た
と
考
え
て
問
題
は
あ
る
ま
い
。
修
訂
の
機
会
が
あ
り
な
が
ら
、

『
事
文
類
聚
』
の
引
用
元
注
記
が
削
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
こ
の
こ
と

を
裏
付
け
よ
う
。
一
方
、『
円
機
活
法
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
「
誹

諧
会
法
」
の
「
追
考
」
や
『
増
山
井
』
の
存
在
の
た
め
に
、
は
じ
め
「
円
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機
活
法
ニ
云
ク
」
と
引
用
元
を
明
示
し
て
い
た
こ
と
が
意
識
的
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。
あ
る
い
は
、『
春
曙
抄
』
の
執
筆
が

長
期
間
に
亘
っ
た
た
め
の
現
象
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
延
宝
二
年
頃

に
は
『
円
機
活
法
』
を
便
利
に
使
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、『
円
機
活
法
』
は
、
前
述
の
修
訂
に
よ
っ
て
、『
春
曙
抄
』
に

は
一
切
そ
の
名
が
見
え
な
く
な
る
。
こ
れ
は
修
訂
の
時
点）

20
（

に
お
い
て
、

『
円
機
活
法
』
は
公
に
名
を
表
す
べ
き
で
は
な
い
と
認
識
し
た
た
め
に

書
名
を
削
除
し
、
利
用
の
事
実
を
隠
匿
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
隠
匿
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

そ
の
一
因
は
『
円
機
活
法
』
と
、『
事
文
類
聚
』
や
『
和
名
類
聚
抄
』

と
が
持
つ
権
威
の
差
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

『
事
文
類
聚
』
は
先
学
が
指
摘
す
る）

21
（

よ
う
に
、
中
世
以
来
の
利
用
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
季
吟
が
『
徒
然
草
文
段
抄
』
を
記
す
際
に

参
看
し
た
『
野
槌
』
で
も
、
し
ば
し
ば
『
事
文
類
聚
』
の
書
名
を
明
示

し
て
の
引
用
が
な
さ
れ
る
点
か
ら
も
、
当
時
の
価
値
観
を
窺
え
よ
う
。

な
お
、『
和
名
類
聚
抄
』
に
つ
い
て
は
贅
言
を
要
し
ま
い
。

対
し
て
、『
円
機
活
法
』
は
、
漢
詩
作
法
書
で
あ
る
『
詩
林
良
材
』

（
貞
享
四
年
〈
一
六
八
七
〉
刊
）
に
そ
の
名
が
見
え
る
が
、『
春
曙
抄
』
成

立
以
前
に
つ
い
て
は
書
名
を
明
示
し
て
の
利
用
の
確
例
が
見
出
せ
な
い
。

ま
た
、
芭
蕉
や
蕪
村
な
ど
の
俳
人
の
利
用
は
指
摘
さ
れ
る）

22
（

も
の
の
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
も
実
際
に
そ
の
名
を
記
し
て
の
利
用
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。『
円
機
活
法
』
は
作
詩
参
考
書
の
性
格
が
強
く
、
同
じ
く
類
書

と
い
え
ど
も
『
事
文
類
聚
』
と
の
間
に
は
そ
の
価
値
に
お
い
て
隔
た
り

が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
延
宝
頃
に

は
相
対
的
に
高
い
評
価
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
て
誤
る
ま
い
。

先
に
、『
春
曙
抄
』
に
お
い
て
、『
円
機
活
法
』
と
『
事
文
類
聚
』
と

を
校
合
し
た
と
見
ら
れ
る
注
記
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ

で
も
、『
円
機
活
法
』に
は「
風
雨
」と
あ
り
、『
事
文
類
聚
』に
は「
陰
雨
」

と
あ
る
箇
所
に
お
い
て
、『
事
文
類
聚
』
の
「
陰
」
を
採
用
し
て
い
た
。

「
陰
」「
風
」
と
も
に
平
声
で
あ
る
た
め
、
平
仄
の
問
題
は
な
く
、
ど
ち

ら
を
採
用
し
て
も
構
わ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。そ
の
上
、『
事
文
類
聚
』

を
出
典
と
し
て
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
季
吟
が
『
事

文
類
聚
』
の
本
文
に
よ
り
高
い
価
値
を
認
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

た
だ
し
、
書
の
持
つ
権
威
の
相
違
の
み
で
は
早
印
本
に
「
円
機
活

法
ニ
云
ク
」
と
あ
る
こ
と
や
、「
誹
諧
会
法
」
の
「
追
考
」
に
『
円
機
活
法
』

の
名
が
見
え
る
こ
と
の
理
由
を
説
明
で
き
な
い
。
は
じ
め
か
ら
『
円
機

活
法
』
が
そ
の
名
を
秘
す
べ
き
書
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
「
円

機
活
法
ニ
云
ク
」
と
記
す
必
然
性
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
自
ず
か
ら
、『
春

曙
抄
』
執
筆
か
ら
修
訂
に
至
る
ま
で
の
間
に
何
ら
か
の
意
識
の
変
化
が

生
じ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
識
の
変
化
を
明
確
に
辿
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
因
と
し

て
『
円
機
活
法
』
の
書
物
と
し
て
の
範
疇
の
変
遷
を
挙
げ
た
い
。

延
宝
期
の
前
後
に
は
複
数
の
部
類
分
け
書
籍
目
録
が
刊
行
さ
れ
る
。

『
円
機
活
法
』
は
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
頃
の
刊
行
と
さ
れ
る
『
和漢

書
籍
目
録）

23
（

』
に
そ
の
名
が
見
え
、『
三
体
詩
』
な
ど
と
同
じ
「
詩
并
聯
句
」
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の
部
類
に
配
さ
れ
て
い
る
。
続
く
『
増補
書
籍
目
録
作
者
付

大
意

』（
寛
文
十
年
刊
）、

『
増補
書
籍
目
録
』（
寛
文
十
一
年
刊
）、『
増補
書
籍
目
録
全
』（
延
宝
元
年
〔
一
六

七
三
〕
頃
刊
）、『
増続
書
籍
目
録
全
』（
延
宝
二
年
頃
刊
）
で
も
同
様
に
、『
三

体
詩
』
な
ど
と
同
じ
「
詩
集
并
連
句
」
の
部
類
に
配
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
延
宝
三
年
刊
行
の
『
古今
書
籍
題
林
』
に
至
っ
て
、『
円

機
活
法
』
は
「
字
書
」
の
部
類
に
配
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。『
三
体
詩
』

が
依
然
「
詩
集
并
連
句
」
の
部
類
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
円

機
活
法
』
が
も
は
や
「
詩
集
」
と
は
見
な
さ
れ
ず
、『
広
韻
』
や
『
和

名
類
聚
抄
』
と
同
じ
「
字
書
」
の
部
類
に
配
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
捉
え

ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
作
詩
に
用
い
る
熟
語
を
挙
げ
、
そ
こ
に
関
連

す
る
詩
句
の
一
部
も
し
く
は
全
部
を
附
す
『
円
機
活
法
』
の
有
り
様
か

ら
す
る
と
、
よ
り
適
切
な
部
類
に
配
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
配
さ
れ
る
部
類
の
変
更
は
、
一
方
の
『
事
文
類
聚
』
が
、『
増補

書
籍
目
録
作
者
付

大
意

』（
寛
文
十
年
刊
）、『
増補
書
籍
目
録
』（
寛
文
十
一
年
刊
）、

『
増補
書
籍
目
録
全
』（
延
宝
元
年
〔
一
六
七
三
〕
頃
刊
）、『
増続
書
籍
目
録
全
』（
延

宝
二
年
頃
刊
）
に
お
い
て
も
、『
古
今
書
籍
題
林
』（
延
宝
三
年
刊
）
に
お

い
て
も
、『
蒙
求
』
な
ど
と
同
じ
「
故
事
」
の
部
類
に
配
さ
れ
て
い
る

の
と
は
対
蹠
的
で
あ
る
。

『
春
曙
抄
』
に
お
い
て
『
和
名
類
聚
抄
』
を
注
記
に
用
い
る
際
に
は
、

多
く
漢
字
の
読
み
を
示
し
、
時
に
『
和
名
類
聚
抄
』
の
注
記
を
引
用
し

て
い
る
。
こ
れ
は
『
和
名
類
聚
抄
』
を
「
字
書
」
と
し
て
用
い
る
意
識

を
季
吟
が
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
一
方
、
同
じ
く
「
字

書
」
に
配
さ
れ
た
『
円
機
活
法
』
は
、
主
と
し
て
詩
文
の
引
用
の
た
め

に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
用
い
方
の
差
が
引
用
元
の
明
示
の
有
無
と

し
て
現
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

無
論
、
書
籍
目
録
の
記
載
の
み
か
ら
、
当
時
の
『
円
機
活
法
』
に
対

す
る
評
価
や
位
置
づ
け
の
変
遷
を
云
々
す
る
の
は
甚
だ
危
険
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
季
吟
が
『
春
曙
抄
』
の
序
に
お
い
て
、

禁
中
の
事
ど
も
は
延
喜
式
、
西セ

イ

宮キ
ウ

抄
、
北
山
抄
。
又
此
双
紙
よ

り
後
の
書
な
が
ら
。
其
事
の
た
よ
り
あ
れ
ば
。
江
次
第
、
禁
秘

抄
、
雲ウ

ン

図ヅ

抄セ
ウ

。
二
条ノ

大
閤
御
所
の
年
中
行
事
の
歌
合
の
註
。
一
条ノ

禅ゼ
ン

閤カ
フ

御
所
の
公
事
根
源
な
ど
を
か
ん
が
へ
、
官
位
の
事
は
官
位
令レ

ウ

、

職
原
抄
、
百
寮リ

ヤ
ウ

訓ク
ン

要ヨ
ウ

抄
な
ど
を
用
ひ
。
家
々
所
々
は
順

シ
タ
カ
フ
ノ和
名
集
、

拾
芥
抄
に
勘カ

ン
カ
へ
。
名
所
は
哥
枕
等
あ
り
と
い
へ
ど
、
此
草
紙
を
よ

く
沙
汰
せ
さ
せ
給
へ
る
故
に
。
八
雲ノ

御
抄
を
と
り
分
て
用
侍
り
。

彼
耄
及
愚
翁
の
勘
物
に
も
ら
せ
る
人
々
の
官ク

ハ
ン

考カ
ウ

。
系ケ

イ

図ツ

。
伝デ

ン

な

ど
は
。
公
卿
補フ

任ニ
ン

。
大
系
図
。
栄
花
物
語
、
大
鏡
。
作
者
部
類
等

に
て
お
ぎ
な
へ
り
。
引
哥
は
万
葉
集
。
古コ

今コ
ン

六ロ
ク

帖デ
ウ

。
三
代
集
よ
り

こ
の
か
た
代
々
の
撰セ

ン

集ジ
フ

、家
々
の
集
等
に
勘カ

ン
ガ
へ
。神
社
は
。日
本
紀
、

三
代
実ジ

ツ

録ロ
ク

、
延
喜
式
な
ど
、
卜ウ

ラ

部ベ

の
家カ

説セ
ツ

等
を
引
ま
じ
へ
。
仏
の

う
へ
は
其
経
々
を
勘
へ
。
古
語
は
漢カ

ン

家カ

の
諸シ

ヨ

書シ
ヨ

に
か
ん
が
へ
。
古

詩
は
文
選
、
文
集
の
た
ぐ
ひ
、
菅
家
文
草
、
本
朝
文
粋
、
朗
詠
集

な
ど
用
ふ
と
い
へ
ど
。
猶
我
朝
の
詩
文
に
は
疑ウ

タ
ガ
は
し
き
を
闕カ

ク

事
お

ほ
し
。
此
国ノ

詩シ

集シ
フ

数
多
は
見
侍

ハ
ン
ベ
ラね

ば
也
。
衣イ

服フ
ク

の
色
々
は
餝カ

サ
リ

抄セ
ウ

、

桃タ
ウ

華ク
ハ

蘂ス
イ

葉ヨ
ウ

な
ど
、
河ガ

海カ
イ

抄セ
ウ

。
花
鳥
餘ヨ

情ジ
ヤ
ウな
ど
の
類タ

グ
ヒ
。
や
ま
と
詞
の
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品シ
ナ

々シ
ナ

は
。
源
氏
、
伊
勢
物
語
の
諸
抄
を
証シ

ヨ
ウ
と
し
。
土
左
日
記
。
大

和
物
語
。
狭サ

ゴ
ロ
モ衣
。
宇
治
拾シ

フ

遺イ

、
古
今
著チ

ヨ

聞モ
ン

、
江ゴ

ウ

談ダ
ン

、
お
ち
く
ぼ
等

の
古
物
語
。
其
外
多
年
見
し
所
の
哥
書
の
中
に
て
こ
の
双
紙
の
便

り
と
す
べ
き
を
用
ひ
註チ

ウ

し
て
偏ヒ

ト
ヘ

に
門
人
の
哥カ

学ガ
ク

の
た
め
と
し
侍

と
、
あ
た
か
も
閲
す
べ
き
書
を
示
す
か
の
よ
う
に
書
目
を
列
挙
し
て
い

る
こ
と
と
、『
春
曙
抄
』
の
成
立
が
自
跋
に
よ
る
と
延
宝
二
年
七
月
で

あ
る
こ
と
と
を
併
せ
考
え
る
時
、
延
宝
三
年
刊
行
の
『
古今
書
籍
題
林
』

に
お
い
て
配
さ
れ
る
部
類
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
を
偶
合
と
の
み
し
て
看

過
は
で
き
ま
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
『
古今
書
籍
題
林
』
が
直
接
の
契
機

で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
書
籍
目
録
に
そ
う
記
さ
れ
る
素
地
が

当
時
の
理
解
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。
な
お
、

検
討
の
余
地
は
存
す
る
。
博
雅
の
御
示
教
を
請
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
春
曙
抄
』
に
お
け
る
「
円
機
活
法
ニ
云
ク
」
を
削
除
す

る
修
訂
に
着
目
し
、
漢
籍
関
連
注
記
の
施
注
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
季
吟
は
漢
籍
関
連
注
記
の
施
注
の
際
に
、
は
じ
め
に
『
円
機
活
法
』

で
検
索
し
、
適
当
な
記
事
が
無
か
っ
た
り
、
不
審
が
あ
っ
た
り
し
た
場

合
に
『
事
文
類
聚
』
を
用
い
て
検
索
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、

『
円
機
活
法
』『
事
文
類
聚
』
以
外
に
、『
白
氏
文
集
』『
文
選
』『
和
漢

朗
詠
集
』
な
ど
の
基
本
的
な
典
籍
に
は
直
接
目
を
通
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
漢
籍
関
連
注
記
に
お
い
て
明
示
さ
れ
る
出
典
の
多
き
に
比

し
て
、
実
際
に
参
看
し
て
い
た
典
籍
は
少
な
く
、
一
般
的
で
あ
る
。

ま
た
、「
円
機
活
法
ニ
云
ク
」
の
削
除
が
単
な
る
「
書
名
の
重
複
を
訂

し
た
も
の
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、『
円
機
活
法
』
利
用
の
事
実
を
隠
匿
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
、
そ
の
一
因
に
『
円
機
活
法
』
の

権
威
の
低
さ
と
書
物
と
し
て
の
範
疇
の
変
遷
と
を
挙
げ
た
。

本
稿
で
指
摘
し
た
引
用
元
の
隠
匿
に
自
ら
を
権
威
付
け
よ
う
と
す
る

意
図
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
ま
い
。
し
か
し
、『
春
曙
抄
』
序
に
お
け
る
、

各
書
目
の
列
挙
と
、「
禁
中
の
事
」「
神
社
」
に
つ
い
て
の
『
延
喜
式
』

の
重
出
と
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
の
注
解
を
行
う
た
め
に

適
切
な
書
を
示
そ
う
と
す
る
意
図
も
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

無
論
、
漢
籍
関
連
注
記
は
和
学
を
本
領
と
し
た
季
吟
の
些
々
た
る
一

側
面
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
漢
籍
関
連
注
記
の
施
注
に
お
い
て
、
類

書
か
ら
効
率
的
に
知
識
を
集
積
す
る
様
は
季
吟
の
施
注
を
考
え
る
際
の

一
つ
の
指
針
と
な
り
得
る
。
膨
大
な
事
項
を
含
む
諸
書
か
ら
の
適
切
な

用
捨
が
季
吟
注
の
一
面
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
注
記
の
厳
選
に
加
え
て
、
主
語
の
明
記
、
頭
注
・
傍
注

併
記
形
式
な
ど
、
至
る
所
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
初
学
者
に
対
す
る
配
慮

が
、
近
世
期
に
お
け
る
『
枕
草
子
』
の
流
布
本
の
地
位
を
『
春
曙
抄
』

に
得
さ
し
め
る
要
因
で
あ
っ
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。

※
引
用
に
際
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
訓
点
に
つ
い
て
は
、

原
本
の
再
現
に
努
め
た
。
句
読
点
に
つ
い
て
は
、
原
本
に
あ
る
も
の
は
句
点

で
示
し
、
稿
者
が
附
し
た
も
の
は
読
点
で
示
し
た
。
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注（1
）
本
稿
で
の
引
用
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、『
枕
草
子
春
曙
抄　

上
・
下
』

（
新
典
社
、
昭
和
51
年
12
月
・
同
52
年
1
月
、
北
村
季
吟
古
註
釋
集
成
3
・

4
）
に
よ
る
。
該
書
の
底
本
は
本
稿
で
の
早
印
本
に
あ
た
る
。
該
本
は
無
刊

記
で
あ
る
が
、
季
吟
の
使
用
し
て
い
た
「
慮
庵
」
印
の
押
印
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
、
該
本
と
同
板
で
、
数
次
に
お
け
る
修
訂
が
な
さ
れ
た
後
印
本
が
数
種

存
在
す
る
。
詳
細
は
注
（
2
）
の
各
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
、

早
印
本
と
後
印
本
と
に
異
同
が
な
い
場
合
は
特
に
断
ら
な
い
。
な
お
、『
春

曙
抄
』
に
は
、
無
刊
記
の
覆
刻
本
も
存
在
す
る
。
刊
記
の
あ
る
諸
本
に
つ
い

て
は
、
刊
行
順
に
、
享
保
十
四
年
上
坂
勘
兵
衛
本
、
寛
政
元
年
山
崎
金
兵
衛

本
、
寛
政
六
年
須
原
屋
伊
八
・
高
橋
與
惣
治
本
、
寛
政
六
年
須
原
屋
伊
三
郎

本
、
寛
政
六
年
須
原
屋
伊
八
本
、
明
治
二
十
年
橋
本
幸
蔵
本
な
ど
が
存
在
す

る
。
山
崎
金
兵
衛
本
以
下
は
同
板
で
あ
る
。
上
坂
勘
兵
衛
本
と
山
崎
金
兵
衛

本
と
は
、
先
述
の
2
種
の
無
刊
記
本
の
板
木
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り
合
わ
せ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

（
2
）
野
村
貴
次
『
北
村
季
吟
古
注
釈
集
成
解
説　

季
吟
本
へ
の
道
の
り
』（
新

典
社
、
昭
和
58
年
3
月
、
北
村
季
吟
古
註
釋
集
成 

別
1
）、
荒
滝
雅
俊
「
北

村
季
吟
著
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
の
刊
行
年
に
つ
い
て
」（『
解
釈
学
』
10
輯
、

平
成
5
年
11
月
）、
山
崎
正
伸
「
北
村
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
の
改
訂
版

出
版
に
つ
い
て
」（『
二
松
学
舎
大
学
論
集
』
47
号
、
平
成
16
年
3
月
）。
そ

れ
ぞ
れ
に
説
の
対
立
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、
本
稿
の
問
題
と
す
る
箇
所
に
つ

い
て
は
三
氏
と
も
季
吟
に
よ
る
修
訂
と
し
て
異
な
ら
な
い
。

（
3
）
章
段
数
お
よ
び
章
段
名
は
、
田
中
重
太
郎
編
著
『
校
本
枕
冊
子　

上
・

下
巻
』（
古
典
文
庫
、
昭
和
28
年
11
月
・
同
31
年
3
月
）
に
よ
る
。『
春
曙
抄
』

が
能
因
本
系
統
に
近
い
た
め
、
最
適
と
判
断
し
た
。

（
4
）
本
稿
で
は
、
出
典
注
記
が
連
続
し
て
記
さ
れ
る
際
に
、
先
に
挙
げ
ら
れ

る
出
典
を
特
に
「
引
用
元
」
と
称
す
る
。

（
5
）『
藝
文
類
聚
』
に
な
ら
っ
て
故
事
と
詩
文
を
集
成
し
て
い
る
。
宋
の
祝
穆

が
前
集
六
十
巻
・
後
集
五
十
巻
・
続
集
二
十
八
巻
・
別
集
三
十
二
巻
を
な
し
、

元
の
富
大
用
が
新
集
三
十
六
巻
・
外
集
十
五
巻
を
な
し
、
元
の
祝
淵
が
遺
集

十
五
巻
を
な
し
た
。
本
稿
で
の
引
用
は
、『
和
刻
古
今
事
文
類
聚
』（
ゆ
ま
に

書
房
、
昭
和
57
年
10
月
〈
寛
文
六
年
八
尾
勘
兵
衛
本
〉）
に
よ
る
。

（
6
）
二
十
四
巻
。
詩
学
全
書
と
韻
学
全
書
か
ら
な
る
。
詩
学
全
書
は
天
文
・

時
令
な
ど
の
部
門
に
分
け
、
各
部
門
の
各
項
に
つ
い
て
叙
事
・
事
実
・
起

句
・
結
句
な
ど
の
見
出
し
を
つ
け
、
故
事
成
語
や
詩
の
一
部
を
挙
げ
、
作
詩

者
の
便
り
と
し
て
い
る
。
韻
学
全
書
は
韻
毎
に
分
類
し
、
故
事
成
語
や
詩
の

一
部
を
挙
げ
て
い
る
。
諸
本
に
は
、
明
暦
二
年
刊
本
（
京
、
八
尾
勘
兵
衛
）、

寛
文
一
二
・
一
三
刊
本
（
京
、
八
尾
甚
四
郎
）
な
ど
が
あ
る
。
本
稿
で
の
引

用
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
鴎
外
文
庫
蔵
明
暦
二
年
刊
本
（
請
求
記
号
：

鴎E45:992

）
に
よ
る
。

（
7
）
山
崎
氏
は
振
り
仮
名
の
削
除
も
挙
げ
る
が
、
振
り
仮
名
が
落
ち
て
い
る

も
の
は
匡
郭
の
縮
み
等
か
ら
覆
刻
本
と
判
明
し
、
覆
刻
の
際
に
振
り
仮
名
が

落
ち
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）
本
稿
で
は
、
本
朝
の
詩
文
や
仏
典
を
除
い
た
漢
詩
・
漢
文
に
よ
る
注
記

を
「
漢
籍
関
連
注
記
」
と
称
す
る
。

（
9
）
行
論
の
都
合
上
、
書
名
で
は
な
い
も
の
を
含
む
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の

所
在
は
本
稿
末
尾
に
附
し
た
別
表
の
通
り
で
あ
る
。

（
10
）
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
巻
三 

1
丁
裏 

頭
注
11
行
目
、

巻
三 

10
丁
裏 

頭
注
4
行
目
、
巻
四 

5
丁
表 

頭
注
3
行
目
、
巻
七 

9
丁
裏 

頭
注
2
行
目
、
巻
七 

13
丁
裏 

頭
注
6
行
目
、
巻
八 

16
丁
裏 

頭
注
11
行
目
、

巻
八 
22
丁
裏 

頭
注
19
行
目
、
巻
十
二 

6
丁
裏 

頭
注
5
行
目
。

（
11
）
所
在
は
巻
三 

14
丁
表 

頭
注
18
行
目
で
あ
る
。
な
お
、
巻
十
一 

25
丁
表 



『枕草子春曙抄』における類書の利用とその隠匿（宮川）

― 38 ―

頭
注
4
行
目
に
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
か
ら
和
歌
が
引
か
れ
る
。

（
12
）
寛
文
十
一
年
刊
行
。
本
稿
で
の
引
用
は
、『
和
漢
朗
詠
集
註　

上
・
下
』

（
新
典
社
、
昭
和
53
年
12
月
・
同
54
年
1
月
、
北
村
季
吟
古
註
釋
集
成
23
・

24
）
に
よ
る
。

（
13
）「『
増
山
井
』
を
め
ぐ
る
問
題
―
出
典
を
中
心
に
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』

58
巻
11
号
、
昭
和
56
年
1
月
）

（
14
）
本
稿
で
の
引
用
は
、
尾
形
仂
編
『
季
吟
俳
論
集
』（
古
典
文
庫
、
昭
和
35

年
2
月
）
に
よ
る
。

（
15
）
当
該
箇
所
は
、
三
月
の
「
青
き
を
ふ
む
」
の
項
。

（
16
）
五
十
音
順
。
書
名
の
下
の
算
用
数
字
は
出
現
数
を
示
す
。

（
17
）「
説
文
」（
巻
九 

18
丁
表 

頭
注
4
行
目
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
『
春
曙
抄
』　
説
文
ニ
曰
、
笙
ハ
正
月
ノ
之
音コ
ヱ

物
生
ル
、
故
ニ
謂
二
之
ヲ
笙
ト一
、

　
　
　
　
　
　
　
　

三
簧
象
ル二
鳳
ノ
之
声
ヲ一

　
　
『
円
機
活
法
』　

説
文
曰
、
笙
ハ
。
正
月
ノ
之
音
ナ
リ
。
物モ
ノ

生ス

。
故
ニ
謂
フ二
之
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　

笙
ト一
。
有
リ二
十
三
簧
一
。
象
ト
ル

二

鳳
ノ
之
声
一
ニ
。

　

と
あ
り
、
傍
線
部
に
若
干
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
が
、
誤
脱
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
こ
こ
に
含
め
た
。

（
18
）「
貨
源
」（
巻
八 

3
丁
裏 

頭
注
3
行
目
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
『
春
曙
抄
』　
貨ク
ハ
ゲ
ン源
ニ
云
ク
、
玻
璃
ハ
水
玉
也
。
或
云
、
千
年
ノ
氷
化
シ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　

為ナ
ルレ
之
ト
。

　
　
『
円
機
活
法
』   〔
貨
源
云
〕（
中
略
）
玻
璃
ハ
水
玉
。
或
ハ
云
フ
、
千
歳
ノ
水

　
　
　
　
　
　
　
　

化
シ
テ
為
ル
ト
之
。

　

と
あ
り
、
傍
線
部
に
若
干
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
が
、
出
典
注
記
が
一
致
し
、

管
見
の
限
り
で
は
他
書
に
類
似
す
る
文
章
が
な
く
、
内
容
上
『
春
曙
抄
』
で

の
季
吟
に
よ
る
修
正
と
見
做
せ
る
た
め
、
こ
こ
に
含
め
た
。

（
19
）
第
一
節
で
引
用
し
た
『
白
氏
文
集
』
の
楽
府
「
驪
山
高
」
の
注
記
を
見

て
も
分
か
る
通
り
、
季
吟
は
長
短
句
自
体
を
理
解
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
た
だ
し
、
宋
詞
の
形
式
を
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
確
例

が
な
く
不
明
で
あ
る
。

（
20
）
相
愛
大
学
図
書
館
春
曙
文
庫
蔵
本
（
巻
十
二
末
に
朱
印
「
慮
庵
」。
請
求

番
号
：
春
334
）
の
第
六
冊
裏
表
紙
見
返
し
に
「
延
宝
六
午
文
月
上　

競
」
と

あ
る
。
修
訂
が
行
わ
れ
る
箇
所
に
ミ
セ
ケ
チ
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
競
」

は
校
合
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
該
本
で
は
既
に
「
円
機
活
法
ニ
云
ク
」

が
削
ら
れ
て
お
り
、
当
該
修
訂
が
延
宝
六
年
七
月
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
荒
滝
氏
は
注
（
2
）
の
論
文
に
お
い
て
、「
延
宝

九
年
以
前
に
お
け
る
『
春
曙
抄
』
の
上
梓
刊
行
を
確
実
に
知
ら
せ
る
資
料
が

知
ら
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
季
吟
が
『
春
曙
抄
』
の
頒
布
を
開
始
し
た
の

は
、
擱
筆
後
六
年
以
上
の
年
月
を
経
た
延
宝
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え

る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
が
、
該
本
に
よ
っ
て
、
頒
布
刊
行
の
時

期
も
延
宝
六
年
七
月
以
前
と
認
め
ら
れ
る
。

（
21
）
住
吉
朋
彦
「
室
町
時
代
に
於
け
る
『
事
文
類
聚
』
享
受
の
位
相
」（『
和

漢
比
較
文
学
』
11
号
、
平
成
5
年
7
月
）、
早
川
光
三
郎
「
類
書
「
事
文
類
聚
」

と
近
世
文
学
ノ
ー
ト
」（『
滋
賀
大
国
文
』
7
号
、
昭
和
44
年
12
月
）
な
ど
。

（
22
）
仁
枝
忠
『
芭
蕉
に
影
響
し
た
漢
詩
文
』（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
47

年
10
月
）、
同
「
圓
機
活
法
に
つ
い
て
―
特
に
編
者
と
俳
文
学
へ
の
影
響
―
」

（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
27
集
、
昭
和
50
年
10
月
）、
同
『
俳
文
学
と
漢
文
学
』

（
笠
間
書
院
、
昭
和
53
年
9
月
）
な
ど
。

（
23
）
以
下
、
各
書
籍
目
録
は
『
江
戸

時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成　

一
・
二
』（
井

上
書
房
、
昭
和
37
年
12
月
・
同
38
年
6
月
）
に
よ
る
。

（
み
や
が
わ
・
し
ん
や　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）



『枕草子春曙抄』における類書の利用とその隠匿（宮川）

― 39 ―

出
典

所
在

一
致

白
氏
文
集

（
長
恨
歌
・

琵
琶
行

を
含
む
）

巻
三 

2
丁
表 

頭
注
7
行
目

円

巻
三 

2
丁
表 

頭
注
20
行
目

不
一
致

巻
三 

29
丁
表 

頭
注
19
行
目

不
一
致

巻
三 
30
丁
表 

頭
注
6
行
目

不
一
致

巻
四 
7
丁
表 

頭
注
20
行
目
　
　

事

巻
四 
9
丁
表 
頭
注
13
行
目

不
一
致

巻
四 

16
丁
表 
頭
注
13
行
目

不
一
致

巻
五 

12
丁
裏 
頭
注
4
行
目

不
一
致

巻
五 

16
丁
裏 

頭
注
18
行
目

不
一
致

巻
七 

22
丁
裏 

頭
注
17
行
目
　
　

事

巻
八 

2
丁
表 

頭
注
10
行
目

不
一
致

巻
八 

14
丁
表 

頭
注
12
行
目

不
一
致

巻
十 

14
丁
裏 

頭
注
10
行
目

不
一
致

和
漢
朗
詠
集
巻
三 

8
丁
裏 

頭
注
5
行
目

巻
三 

26
丁
表 

頭
注
2
行
目

巻
三 

29
丁
表 

頭
注
22
行
目

巻
六 

8
丁
表 

頭
注
14
行
目

巻
六 

15
丁
裏 

頭
注
5
行
目

巻
八 

25
丁
裏 

頭
注
5
行
目

巻
八 

25
丁
裏 

頭
注
16
行
目

巻
十
一 

18
丁
表 

頭
注
2
行
目

巻
十
一 

23
丁
表 

頭
注
10
行
目

巻
十
一 

26
丁
裏 

頭
注
6
行
目

巻
十
二 

7
丁
裏 

頭
注
2
行
目

文
選

巻
三 

2
丁
裏 

頭
注
12
行
目

不
一
致

巻
三 

8
丁
裏 

頭
注
10
行
目

円
・
事

巻
三 

29
丁
表 

頭
注
13
行
目

不
一
致

巻
六 

13
丁
表 

頭
注
2
行
目

不
一
致

巻
九 

9
丁
裏 

頭
注
8
行
目
　
　

事

出
典

所
在

一
致

文
選

巻
九 

10
丁
表 

頭
注
12
行
目
　
　

事

巻
九 

17
丁
裏 

頭
注
12
行
目

不
一
致

毛
詩

巻
三 

2
丁
裏 

頭
注
11
行
目

円
・
事

巻
三 

13
丁
表 

頭
注
9
行
目

不
一
致

巻
六 

15
丁
表 

頭
注
8
行
目
　
　

事

巻
九 

6
丁
表 

頭
注
9
行
目

不
一
致

巻
十
一 

23
丁
裏 

頭
注
14
行
目
円

爾
雅

巻
一 

1
丁
表 

頭
注
4
行
目
　
　

事

巻
三 

12
丁
裏 

頭
注
3
行
目

不
一
致

巻
六 

13
丁
裏 

頭
注
19
行
目

不
一
致

巻
十
一 

23
丁
裏 

頭
注
14
行
目
円
・
事

礼
記

巻
三 

8
丁
裏 

本
文
3
行
目
傍　
　

事

巻
三 

25
丁
裏 

頭
注
13
行
目

不
一
致

巻
七 

6
丁
裏 

頭
注
4
行
目

不
一
致

巻
七 

6
丁
裏 

頭
注
4
行
目

不
一
致

論
語

巻
三 

18
丁
裏 

頭
注
12
行
目

不
一
致

巻
四 

1
丁
表 

頭
注
12
行
目
　
　

事

巻
十 

14
丁
表 

頭
注
14
行
目
　
　

事

巻
十
二 

11
丁
裏 

頭
注
5
行
目
不
一
致

憎
蒼
蝿
賦

巻
三 

13
丁
表 

頭
注
10
行
目
　
　

事

巻
三 
13
丁
表 

頭
注
14
行
目
　
　

事

格
物
論

巻
三 
2
丁
裏 

頭
注
5
行
目

円

巻
三 
9
丁
裏 

頭
注
2
行
目

円

漢
書

巻
三 

25
丁
表 
頭
注
5
行
目

不
一
致

巻
八 

18
丁
表 
頭
注
12
行
目

不
一
致

釈
名

巻
一 

16
丁
表 
頭
注
7
行
目

円

巻
九 

18
丁
表 

頭
注
1
行
目

円

説
文

巻
九 

18
丁
表 

頭
注
4
行
目

円

巻
九 

18
丁
表 

頭
注
7
行
目

円

出
典

所
在

一
致

杜
子
美
詩

巻
一 

5
丁
表 

頭
注
8
行
目

円
・
事

巻
三 

26
丁
裏 

頭
注
4
行
目

円
・
事

淮
南
子

巻
三 

25
丁
表 

頭
注
7
行
目

円
・
事

貨
源

巻
八 

3
丁
裏 

頭
注
3
行
目

円

韓
退
之
詩

巻
六 

13
丁
裏 

頭
注
15
行
目

円
・
事

荊
楚
歳
時
記
巻
一 

3
丁
裏 

頭
注
7
行
目

円

孝
経

巻
六 

14
丁
表 

頭
注
1
行
目

不
一
致

山
谷
演
雅
詩
巻
三 

9
丁
表 

頭
注
23
行
目

不
一
致

三
体
詩

巻
一 

15
丁
裏 

頭
注
10
行
目

不
一
致

史
記

巻
三 

17
丁
表 

頭
注
12
行
目

不
一
致

事
文
類
聚

巻
一 

15
丁
裏 

頭
注
11
行
目

※
校
合

春
秋
公
羊
伝
巻
八 

4
丁
表 

頭
注
14
行
目

円

春
秋
穀
梁
伝
巻
八 

4
丁
表 

頭
注
11
行
目

円
・
事

小
学

巻
八 

1
丁
裏 

頭
注
12
行
目
　
　

事

晋
書

巻
七 

17
丁
表 

頭
注
5
行
目
　
　

事

山
海
経

巻
三 

8
丁
裏 

頭
注
8
行
目

不
一
致

荘
子

巻
四 

1
丁
表 

頭
注
3
行
目
　
　

事

楚
辞

巻
三 

1
丁
裏 

頭
注
7
行
目

円
・
事

大
学

巻
十 

14
丁
表 

頭
注
17
行
目

不
一
致

博
物
志

巻
六 

13
丁
表 

頭
注
13
行
目

円
・
事

広
志

巻
十
一 

23
丁
裏 

頭
注
18
行
目
円

本
草

巻
八 

4
丁
裏 

頭
注
14
行
目

不
一
致

蒙
求

巻
九 

28
丁
裏 

頭
注
13
行
目

不
一
致

孟
子

巻
六 

13
丁
裏 

頭
注
20
行
目

不
一
致

梁
元
帝
詩

巻
六 

13
丁
裏 

頭
注
17
行
目

円

（
出
典
注
記
ナ
シ
）
巻
三 

9
丁
表 

頭
注
22
行
目

円
・
事

巻
七 

13
丁
表 

頭
注
8
行
目

円
・
事

巻
十 

22
丁
裏 

頭
注
6
行
目

不
一
致

巻
十
二 

19
丁
裏 

頭
注
13
行
目
不
一
致

【
別
表
】『
春
曙
抄
』
漢
籍
関
連
注
記
に
明
示
さ
れ
る
出
典
と
そ
の
所
在　
〔
注
記
が
一
致
す
る
場
合
は
、
一
致
欄
に
『
円
機
活
法
』
は
「
円
」、『
事
文
類
聚
』
は
「
事
」
と
示
し
た
。〕


